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委員会 技術委員会 担当者氏名 赤穗 好児 

〔現状〕 

2006年に数値目標を設定 

2015年の目標  Jリーガー・各年代代表に10名選出、U-18のチームが全国でベスト8に 

U-16国体選抜が全国でベスト8に、日常のゲーム環境としてリーグ戦が

定着 

2009年度  Jリーガー・各年代代表8人 

U-18年代1回戦敗退、U-16北信越国体で敗退 

 2011年度  Jリーガー4人、（JFL 山雅4、パルセイロ1） 

〔目標〕 

5～10年後 

2015年の目標  Jリーガー・各年代代表に10名選出、U-18のチームが全国でベスト8に 

U-16国体選抜が全国でベスト8に、日常のゲーム環境としてリーグ戦が

定着 

  

  

20年後 

 2011年度（今年度）のカンファレンスまでに目標設定を見直し。 

  

  

20年以降50年後 

2011年度（今年度）のカンファレンスまでに目標設定を見直し。 

〔目標達成のための具体的な取り組み〕 

○ユース育成ビジョンの作成と普及。 

4種年代 

・テクニックを獲得させる。基本のベースの引き上げ。基本とは、パス＆コントロールだけで

なく、関わる（コミュニケーション）、戦う姿勢（ハードワーク）、判断（視野の確保）

のこと。指導者・保護者への働きかけとベクトルあわせ。 

3種年代 

・テクニックを向上させる。動きが速い中、スペースがない中での技術の発揮。トレセン活動

を通して指導者のベクトルあわせ。 

2種年代 

・サッカーのゲーム・プレーの質にこだわる。結果を求めながらも、一つひとつのプレーの質

にこだわるサッカーを実現する。 

  

○リーグ戦環境を整える。 

2回戦総当り。日程のバランス。特に4種年代でのリーグ戦のあり方。 


